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2008年に発見された鉄系超伝導体[1]は、それまで超伝導とは無縁と考えられていた鉄を含

む超伝導体として注目を集め、特に従来と異なると考えられる超伝導発現機構に興味が持たれ

ている。鉄系超伝導体には様々な組成を持つ物質が存在するが、鉄原子周辺の構造的共通点を

有しており、転移点と結晶構造に密接な相関が存在することが指摘されている。したがって、

高い転移点を実現する構造的要因を明らかにすることは、鉄系超伝導体の超伝導発現機構解明

にとって重要となる。超伝導体は、超伝導磁石など非常に有用な実用例も存在するが、ほとん

どの物質の転移点は 30 K以下であり、より広い実用化のためには転移点の向上が必須である。

鉄系超伝導体は銅酸化物超伝導体以外で唯一の 50 K以上の転移点を持つ物質であり、超伝導

発現機構解明は、より高い転移点を持つ材料開発の指針となることが期待できる。 

多重極限実験とは、極低温・高圧力・強磁場などを複合的に組み合わせて物性に変調を与え、

物性発現機構解明を目的とする研究手法である。特に高圧力は、実際には存在しない仮想的な

結晶構造を持つ物質を作り出すことと等価であり、物性変化の起源を構造変化のみから議論す

ることができるため、新奇物性探索手法としてもよく用いられている。最近、この研究手法を

用いて、鉄系超伝導体 LaFeAsO0.82H0.18の転移点が 18 Kから 52 Kまで 3倍程度上昇するこ

とが見出された[2]。我々は、この転移点上昇機構を解明するため、高圧力下での結晶構造解析

を KEK PFおよび PF-ARにて行った。圧力は、粉末試料を対向したダイヤモンドアンビル(先

端径：0.6 mm)で挟み込むことで印加する。実験装置は手のひらに乗る程度の非常にコンパク

トなものであり、冷凍機を用いて 8 K程度までの低温で回折実験が可能である。圧力下で高精

度構造解析を行うためには、ダイヤモンドを透過して測定を行う必要があるため、高い透過力

と十分な強度で多数の回折反射が測定可能な高輝度・

短波長の放射光 X線が必要不可欠である。当日は、圧

力下における詳細な構造パラメーターの変化と転移点

上昇の相関について報告する。 

物性研究にとって多重極限実験は有用な手法である

が、可能な実験は限られている。より高輝度・高分解

能の光源が実現できれば、極限環境下における回折と

吸収分光の同時測定も高精度で可能になり、長距離秩

序である結晶構造のみならず、構造揺らぎのような短

距離秩序や電子状態に関する知見も得ることができる

ため、物質探索・材料開発にとってより重要な手法と

なることが期待できる。 
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図１．LaFeAsO1-xHxの圧力下回折実験

イメージ（上図）と圧力印加による結晶

構造と転移点の変化（下図）． 


